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身体表現あそびの保育内容の検討Ⅴ
1．はじめに
子どもが育つ環境が、からだ不在とも言える
方向に変容し、子どものあそびも様変わりして
いる。筆者らは、あそびの 3つの間（時間・空
間・仲間）が揃う幼稚園や保育所においてこそ、
からだで感じ・からだで考え・からだを動かし・
からだで関わるあそびが望まれるとの思いを強
くしている。からだを用いて「感じたことや考
えたことを自分なりに表現する」1）ことを行う身
体表現あそびには、これらのすべてが含まれて
おり、このあそびを通して「豊かな感性や表現
する力を養い、創造性を豊かにする」2）ことが可
能になると考える。
そして長年、そのような身体表現あそびを、一
人でも多くの子どもたちに体験して欲しいとの
思いから研究を継続している。近年は、多くの
保育者が有する身体表現あそびの実践へのハー
ドルを低くすることを目指し、平野考案の「草
むらごっこ」3）を分析する実践研究 4）5）6）7）を重
ねている。その結果、「草むら」の存在自体が、
子どもたちの心に身体表現あそびの楽しさを連
想させるシンボルとして大きな役割を果たすこ
と。さらには、表現時においても存在可能な「草
むら」の特徴が、ライブでのきっかけ作りやイ
メージ作りに貢献すること。そして、「草むら」
から出入りすること自体の楽しさを体験するこ
とが、どの年齢の子どもにおいても「動く楽し
さ」として定着すること。さらに、身体表現あ
そびの実践経験が少ない保育士が実施する「草
むらごっこ」においても、「草むら」というツー
ルが有効に作用していることを確認することが
できた。
そこで、今回は、その身体表現あそびに初め
て出会う 2歳児を対象に、「草むらごっこ」とど
のような出会いをすることが、後々の楽しさの
定着につながるかについて検討することにし
た。つまり、「草むら」からの出入りを楽しむ前
の導入的要素の特徴を明らかにすると共に、出
会った後の「草むらごっこ」をより楽しいあそ
びとするための、2歳児の援助のポイントを明ら
かにしたいと考える。
身体表現あそびの保育内容の検討Ⅴ
―2歳児クラスが「草むらごっこ」と出会うとき―
本山　益子、平野　仁美
平野考案の「草むらごっこ」という身体表現あそびに初めて出会う 2歳児の保育を分析した。そ
の結果、子どもたちと一緒に動くことから保育を始めること。モノをうまく活用すること。援助は
視覚的情報から提供し、徐々に聴覚的情報に移行すること。さらに、タイコなどの音、指示する言
葉、約束の言葉、イメージを内包する言葉と変容させることにより、動く楽しさから表現する楽し
さへ導くことが期待できること。保育者の「柔らかなからだ」が重要であることが明らかになった。
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2．研究方法
（1）実践期間
① 2010 年 10 月　②③ 2012 年 2 月
（2）対象：2歳児クラスの参加園児数
①A保育園（豊川市公立保育園） 11 名
② B保育園（綾部市私立保育園） 4 名
③ C保育園（綾部市私立保育園） 29 名
（3）保育実践者：平野仁美
（保育現場経験 33 年）
（4）保育方法：身体表現あそび「草むらごっこ」
今回も保育内容に関しては、保育実践者（以
下、保育者）に一任した。
（5）分析方法：保育展開を収録したDVD映像か
ら保育の流れを表にまとめた。その表と映像よ
り、保育の内容・援助・「草むら」の活用などを
観点に考察し、2歳児を対象とする際の援助の特
徴を検討する。
（各園において倫理的手続きをし、個人情報や
肖像権に対しての許可を得ている）
3．結果と考察
それぞれの保育園で実施された保育の内容に
ついて示したものが表 1である。この表 1を参
照に考察を進める。
（1）実施された保育の内容
①A保育園の保育
この保育実践については先行研究 8）に詳しい
ので参考にされたいが、初対面の 11 名の 2歳児
クラスを対象とした 16分 55秒の実践であり、10
月に実施している。
まず、保育者は初対面の子どもたちに一緒に
走る出会いの場を提供し、共につくる空間での
交流を促している。その後、車座に座って自己
紹介をし、言葉を介した出会いにつなげており、
車座に座ることで、どの子どもとの距離も同じ
にすることができる配慮がなされている。さら
に、そのまま「手で床を叩く⇒手の平を見せて
ポーズ」などの誰でもができる動きの「まねっ
こ」をするよう促し、ポーズの際にハッとした
顔の表情をアピールし、子どもとの距離を縮め
ている。そして、「立ってください」などの指示
する言葉を用いて、立ったり座ったりすること
を促している。タイコの合図も加え、連打でジャ
ンプ⇒「ドチ」の声で転がるなどの約束事を決
め、その約束の言葉を聞いて動くように展開し、
動くきっかけを変容させていることがわかる。
「草の紹介」の場面では、子どもたちを保育室
の中央に座らせ、草を見せることで「草むら」の
紹介をしている。保育者自らが草に隠れる見本
を示し、子どもたちに名前を呼ばせて、おもし
ろく出てくることで、子どもたちの「やってみ
たい」気持ちを誘発している。隠れることを促
された子どもたちは、一目散に草に向かって走
り、隠れることを楽しんでいる。「隠れて」「出
ておいで」という指示する言葉に応じて、子ど
もたちは草からの出入りを繰り返していた。そ
して、たまたま 1名の男児が四つん這いで草か
ら出てきた姿を保育者が取り上げ、「○○にな
る」あそびへと展開していった。子どもたちに
聞きながら、虫・卵・てんとう虫への変身を促
していた。この際のてんとう虫は、子どもの声
を拾った題材のため、保育者は事前に想定して
いない。そこで、「てんとう虫になれる？」「て
んとう虫になって飛べる？」「てんとう虫になっ
てブーンて飛べる？」（下線は筆者による）とい
う 3段階の問いかけ的促し言葉を用い、子ども
たちの表現を引き出していた。子どもたちは、
徐々に、手を広げ走り出しており、この 3段階
の言葉の繰り返しが有効な援助であることがわ
かる。
②B保育園の保育
まず、4名という非常に少ない人数での実践で
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表 1．実施された保育の内容について
園 A保育園 B保育園 C保育園
年月 2010 年 10 月 25 日 2012 年 2 月 10 日 2012 年 2 月 20 日
人数・時間 11 名・16 分 55 秒 4 名・10 分 25 秒 29 名・17 分 40 秒
ねらい ・自分から動くことを楽しむ・草むらを使って動くおもしろさを味わう
内容
○保育者と一緒に走る
○車座に座り、話を聞く（自己
紹介など）
○「動きの導入」
○保育者のまねっこをする
・手で床を叩く⇒手の平を見
せてポーズ
・足で床をドタドタする
○保育者の言葉を聞いて動く
・「立ってください」⇔「座っ
てください」
○タイコの活用
・タイコの音を聞く
・一打「立ってください」で立
つ⇔「座ってください」で座る
・連打（ゆっくり）でジャンプ
⇔「ドチ」の声で寝転がる
・連打（速く）する
○草の紹介（中央に集まり座っ
て草を見る）
○草の活用
・保育者が草に隠れる見本を
見る⇔「○○保育者」と呼びか
ける
・「隠れて」連打（速く）で隠
れる
・「出ておいで」連打（ゆっく
り）でジャンプして出てくる
　（たまたま、一人の男児が四
つん這いで出てくる）
○「○○になる」（ピアノの活
用）
・『虫』になって出てくる⇒「草
むらに隠れて」で隠れる
・隠れていることの確認
・卵になる⇒「何が生まれる」
と聞かれ⇒『ひよこ』が生まれ
る⇒ひよこが草に帰る
・「今度は何が生まれる」と聞
かれ⇒『てんとう虫』と答える
・「てんとう虫になれる？」「て
んとう虫になって飛べる？」
「てんとう虫になってブーンて
飛べる？」⇒両手を広げて走っ
て出てくる
○まとめ
・今日の遊びを振り返り、また
遊ぶ約束をする
・てんとう虫になって飛んで
退場する
○保育者と一緒に動く
○「動きの導入」
○タンバリンの活用
・保育者が持っているタンバ
リンを 1つずつ叩きに行く
・タンバリンの鈴の音で走る
⇔タンバリンを叩きに行く
・タンバリンの連打（ゆっく
り）でジャンプ⇔「ドチ」の声
で座る
・タンバリンの連打（ゆっく
り）でジャンプ⇔「ゴローン」
の声で寝転がる
○草の紹介（歩いて草を見る）
○草の活用
・「草の後ろに隠れることでき
る」と促される⇒隠れる
・隠れていることの確認⇒一
人が手を振る⇒見つかると
ジャンプで出てくる⇒みんな
で手をつなぎ円になってジャ
ンプ
⇒タンバリンの鈴の音「隠れ
て」で隠れる
○「○○になる」
○ボールの活用（イメージをプ
ラス）
○ボールを見て、そのボールに
なる
・床に置かれたボール「まん丸
になれる？」で丸くなる
・ボールを転がす「コロコロ」
で転がる
・ボールを上に投げて「ピョー
ンピョーン」でジャンプ
・「食べちゃうぞ」の声で草に
隠れる
○ピアノの活用
・草から転がって出てくる⇒
「まん丸」の声で丸くなる⇒ピ
アノの音と「ピョンピョン」の
声でジャンプ⇒「食べちゃう
ぞ」の声で隠れる
○集合し、ジャンプして退場す
る
●座って、保育者の話を聞く（自己
紹介など）
●いろいろな草の後ろから顔を出
し、「○○園のお友達」と呼びかける
保育者の声に「はーい」と答える
●目をつむって「○○保育者」と呼
びかけると、保育者が「はーい」と
草の後ろから顔を出す
●草の紹介（中央に集まり座って草
を見る）
●草の活用
・保育者のように草に隠れるよう促
される⇒隠れる
・「○○園のお友達」と呼びかけると
出てくる
○「動きの導入」
○タイコの活用
・タイコの音を聞く
・連打（速く）で走る⇒一打「立っ
てください」で立つ⇒「座ってくだ
さい」で座る⇒「寝てください、ゴ
ロン」で寝る
・「食べちゃうぞ」が来たら草に隠れ
ることの話を聞く
・「食べちゃうぞが来た」で隠れる⇔
そーっと出てくる
　（「恐い」と泣き出す子どもも見ら
れる）
○ピアノの活用
・ジャンプ⇔ピアノが止まる「ピタ」
で静止する
・ジャンプ⇔ピアノが止まる「ゴ
ローン」で寝る
○「○○になる」
○ボールの活用（イメージをプラス）
○ボールを見て、そのボールになる
・手に持ったボール「丸くなれる？
なってごらん」で丸くなる
・ボールを上に投げて「ピョーン」で
ジャンプ
（ボールを取ろうとする子どもも見
られる）
・ボールを転がす「コロコロ」で転
がる
・ピアノの音で転がる⇒「食べちゃ
うぞ」で隠れる⇒転がって広場に出
てくる⇒ジャンプ⇒「食べちゃうぞ」
で隠れる
○まとめ
・簡単に遊びを振り返り、転がって
退場する
（表中●は担任保育士の参加を示す）
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あり、保育時間も 10分 25 秒と他の 2園より 5分
以上短い 2月の実践である。
この実践は、保育者が手に持つタンバリンを 1
回ずつ叩きに来ることを促され、保育者に近寄
ることから始まっている。子どもたちと交流す
るための媒体としてタンバリンを用いており、
子どもたちは保育者と関わるとの意識ではな
く、タンバリンに触れ、音を出すために保育者
のところへ何度も行っている。すなわち、初対
面の子どもとの交流にモノを有効に活用してい
ることがわかる。さらに、自らがタンバリンを
用いていろいろな音を出しながら動き、その保
育者を見ながら、子どもたちも一緒にジャンプ
し、「ドチ」の声でしゃがみ、「ゴローン」の声
で転がっている。その際の保育者の動きは非常
に大げさであることは言うまでもない。つまり、
一緒に動く保育者のからだから発信される「動
く楽しさ」が子どもたちにも伝わっており、一
緒に動くこと自体が子どもたちの動きのきっか
けとして作用していることがわかる。
また、この実践では座って話すという場面が
見られない。このことも人数の少なさに起因し
ているのだろう。「草の紹介」も一緒に歩いて草
を見て回りながら実施している。そして、「草の
後ろに隠れることできる？」と言葉で促すと、当
初、戸惑っていた子どもたちも、自ら隠れた 1人
の子どもを真似て、全員が「草むら」に隠れて
いた。そして、「隠れて」という指示する言葉を
聞いて、隠れることを繰り返し楽しんでいた。
次に、ボールを見せ、「まん丸になれる？」と
の問いかけの言葉でボールになることを促す
と、子どもたちはからだを小さく丸めていた。そ
の後、ボールを転がし「コロコロ」と言うと子
どもたちも転がり、ボールを投げ上げ「ピョー
ンピョーン」と言うとジャンプをしていた。「食
べちゃうぞ」で隠れるとの約束はしていなかっ
たが、保育者が「食べちゃうぞ」と言うと、子
どもたちは自ら草に隠れていた。つまり、子ど
もたちが自ら「食べちゃうぞ」の言葉のイメー
ジを感じ取り動いていたことがわかる。その後、
実物のボールは使用せず、ピアノの音と「まん
丸」「ピョーンピョーン」のイメージも内包する
言葉による促しで、引き続きボールになること
ができていた。「○○になる」あそびへの展開に
際し、今回はボールというモノを活用し、最初
にボールの動きを視覚的に捉えさせることから
始めているが、繰り返す流れのなかで、モノの
使用をやめ、ピアノと言葉での促しにつなげて
いることがわかる。
③C保育園の保育
この実践も 2月に実施しているが、29 名とい
う非常に人数が多い実践であり、最初、担任保
育士達も参加していたことが他の 2 園とは異
なっていた。保育時間も 17分 40 秒と長かった。
人数が多いために、最初から動かずに座って
自己紹介を含めた話を聞くことから始めてい
る。そして、引き続き、保育者がいろいろな草
に隠れ、子どもたちが呼ぶと出ることで、草に
隠れる見本を示し「草の紹介」につなげている。
その後、草に隠れることを促されると、子ども
たちは喜んで隠れ「○○園のお友達」と呼びか
けられると草から出てきていた。
次に、タイコの音を聞くことから「動きの導
入」を行っている。一つの音を聞かせ、タイコ
への興味を持たせた後、連打をしながら走る保
育者に誘われ、子どもたちも走り出していた。
「立って下さい」「座って下さい」という指示す
る言葉で保育者を真似て動き、「寝て下さい、ゴ
ロン」という言葉の時は、保育者は動かずに、言
葉での指示のみで動くことができていた。そし
て、「食べちゃうぞ」が来たら草に隠れるという
約束事を聞き、大半は隠れることができていた
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が、「恐い」と泣き出す子どもも数人見られた。
次に、タイコではなくピアノの音を聞いてジャ
ンプし、「ピタ」の声で静止し、「ゴローン」の
声で寝ることもできていた。
そして、ボールを活用した「○○になる」あ
そびに入っていった。ボールを手に「丸くなれ
る？なってごらん」と促されるとからだを小さ
くし、ボールの動きとともに転がり、ジャンプ
をしていた。最後に、ボールではなくピアノを
用いて、転がる⇒「食べちゃうぞ」の声で隠れ
る⇒転がって広場に出てくる⇒ジャンプ⇒「食
べちゃうぞ」の声で隠れることを楽しんでいた。
（2）援助の特徴
それぞれの保育の内容を 6場面に分け、保育
者の援助の特徴を表 2にまとめた。この表 2よ
り場面別に考察を進める。
①始まり
保育の始まりは、対象とする人数による配慮
がなされていると考える。A保育園と B保育園
においては、保育者と一緒に動くことによる「か
らだでの関わり」から始めている。その中でも、
B保育園は 4名という少数のため、その交流にモ
ノを介在させ初対面の大人と関わる際の垣根を
低くしている。一方、子どもたちが 29 名という
多い C保育園では、安全面の配慮から「保育者
の話を聞く」ことから始めていることがわかる。
すなわち、「大人と一緒に簡単なごっこあそび
を楽しむようになる」9）2 歳児を対象とする場合、
A・B保育園で見られた方法の方が、より適して
いると考えられるが、対象とする人数に応じた
表 2．保育場面別援助の特徴
保育場面 A保育園 B保育園 C保育園
始まり 保育者と一緒に走る 保育者のタンバリンを叩きに行く 保育者の話を聞く
動きの導入
保育者のまねっこ
↓
タイコの活用＋指示する言葉
　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　約束の言葉
保育者と一緒に動く
タンバリンの活用
指示する言葉
約束の言葉
タイコの活用
指示する言葉
約束の言葉
草の紹介 保育者が隠れる見本を見せる⇒子どもたちが呼ぶと顔を出す
歩いて草を見ながら紹介
「草の後ろに隠れることでき
る」と問いかける
保育者が隠れる見本を見せる
⇒子どもたちが呼ぶと顔を出
す
草からの出入り 指示する言葉（隠れて・出ておいで）
指示する言葉（隠れて・出て
おいで）
イメージを内包する言葉（食
べちゃうぞ）
指示する言葉（隠れて・出て
おいで）
約束の言葉・イメージを内包
する言葉（食べちゃうぞ）
○○になる
たまたま四つん這いで草から出
てきた男児に「何になったの？」
と問いかける
⇒「虫」との答えから虫になる
用意したボールを見せ、
「まん丸になれる？」と問いか
ける
⇒ボールになる
用意したボールを見せ、
「丸くなれる？なってごらん」
と促す
⇒ボールになる
○○になってから
子どもたちに何になりたいかを
たずねる
子どもの声から　卵⇒てんとう
虫
「てんとう虫になれる？」
「てんとう虫になって飛べる？」
「てんとう虫になってブーンて
飛べる？」
ボールを転がす「コロコロ」
⇒投げる「ピョーン」
「食べちゃうぞ」で隠れる
ボールを転がす「コロコロ」
⇒投げる「ピョーン」
「食べちゃうぞ」で隠れる
注：C保育園においてのみ、展開が「草の紹介」⇒「動きの導入」という順になっている。
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展開の違いに、保育経験の長さに基づく配慮を
見ることができる。そのそれぞれにおいて、子
どもを惹きつける術を備えていることの証であ
ろう。子どもたちの内面に「一緒に走ろう」「タ
ンバリンを叩きに行こう」「話を聞こう」という
やりたい気持ちを芽生えさせる術が必要なので
ある。保育者のからだから溢れる「さあ、走る
よ」という誘い、「叩いてごらん」を乗せたタン
バリンの差し出し方、全身をつかった話し方な
どの、「柔らかなからだ」10）による援助をここに
確認することができた。
②動きの導入
まず、すべての保育園でタイコ（タンバリン）
が活用されていた。これらの楽器は保育者が動
きながら音を出すことが可能であるという特性
を持っている。さらに、促している動きは、「立
つ・座る・寝転がる・ジャンプ」などの安易な
動きであることは共通していた。
一方、その展開方法には違いが確認できた。A
保育園では保育者の「まねっこ」からはじめ、言
葉での指示を試みている。さらに、タイコの合
図や約束の言葉（ドチ）で動くことを促してい
るように、初対面の 2歳児の言葉の理解度を探
りながらあそびを進行していることがわかる。
そして、このA保育園での実践経験を活かし、
さらに、対象とする子どもたちの人数も考慮し、
B保育園では保育者と一緒に動くなかに「まねっ
こ」の要素を含み、タンバリンの合図も、指示
する言葉や約束の言葉（ドチ）も同時に提供し
ている。さらに、C保育園においては、A保育
園で見られた保育者の「まねっこ」や B保育園
で見られた保育者と一緒に動くことも大幅に縮
小されている。しかし、A・B保育園とは異な
り、「動きの導入」よりも先に「草の紹介」を実
施することで、保育者が動く姿を見せている。こ
のような補いの後、タイコの合図と指示する言
葉や約束の言葉（食べちゃうぞ）を用いて動き
が促されている。
つまり、A保育園で見られた「動きの導入」
は、2歳児クラスを対象とする場合、段階を踏ん
だ丁寧な好ましい展開だと言えるだろう。一方、
2月に実施した B保育園の展開はA保育園の圧
縮版であり、さらに、C保育園に関しては人数を
考慮し、どちらかというと 3歳児を見据えた展
開にならざるを得なかったものと考えられる。
しかし、いずれの場合も、子どもたちに視覚的
な情報を提供することから始めており、これが 2
歳児に動きを導入する場合の重要な援助のポイ
ントであることがわかる。
③草の紹介
「草の紹介」場面では、ホールに設置された「草
むら」に関しての紹介と、隠れることの説明を
行ったことは共通していたが、その方法に異な
りが見られた。
A・C保育園では「保育者が隠れる見本を見せ
る⇒子どもたちが呼ぶと顔を出す」ことで紹介
しているが、B保育園では見本を見せることな
く、歩いて草を見ながら紹介している。この違
いは、子どもたちの人数によるものと考えられ
るが、やはり、見本を見ることが子どもたちの
「やってみたい」気持ちの誘発に効果を発揮して
いたことは明らかである。
④草からの出入り
前述したように、見本を見たA・C保育園で
は、隠れることを促されると喜んで隠れていた
が、B保育園では「草の後ろに隠れることでき
る？」との促しに戸惑いを見せていた。しかし、
繰り返し行うなかで喜んで行うようになった。
また、その際に用いられた言葉はA保育園では
「隠れて」「出ておいで」の指示する言葉であっ
たが、B・C保育園では「食べちゃうぞ」という
約束の言葉も使用されていた。この約束事に関
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しては、B保育園では説明はなされておらず、子
どもたちが流れのなかで言葉のイメージを感じ
取って動いていた。一方、事前に約束事の説明
がなされていた C保育園では、言葉のイメージ
をより鮮明に感じたため「恐い」と泣き出す子
どもも見られた。
つまり、B・C保育園では、「隠れて」という
指示する言葉にはないイメージを内包する言葉
（食べちゃうぞ）を用い、表現の世界を感じさせ
ることをねらったが、その効果が好ましい程度
に現れたB保育園と、過剰に利きすぎたC保育
園に分かれたと捉えることができるだろう。先
行研究において、「『草むらからの出入り』に加
えて表現的な内容を含んでおくことが、2回目の
あそびに有効である」11）ことが明らかになって
いるので、「動く楽しさ」の次の段階への移行を
見据え、「食べちゃうぞ」によって表現的な要素
を提供しようとしたものと捉えることができ
る。
⑤○○になる
A保育園では、たまたま四つん這いで草むら
から出ていた男児を取り上げ、「虫になってい
る」発言を引き出し、その後の卵やてんとう虫
になることにつなげているが、どちらかという
と、偶発的なきっかけであったと言えるだろう。
その後のB・C保育園では、表現的な要素を含む
ために、あらかじめボールを用意し、そのボー
ルを見せ、その動きを真似ることからボールに
なることを促している。つまり、表現的要素の
導入にモノを用い、それを視覚的に捉えさせ動
きにつなげている。「盛んに模倣し、物事の間の
共通性を見いだすことができるようになる」12）2
歳児の特性に合致した援助であると言えよう。
⑥○○になってから
A保育園の表現的要素の出現は偶発的なもの
であったので、保育者の準備は全くなされてい
ない。「何になりたい？」との問いかけに対し、
「てんとう虫」との声を取り込んだ後の言葉かけ
が「○○になってから」の援助として効果的で
あった。つまり、前述したように「てんとう虫
になれる？」「てんとう虫になって飛べる？」「て
んとう虫になってブーンて飛べる？」の 3段階
の問いかけ的促し言葉によって、問いかけを変
化させ重ねることで、○○になってからどうす
ればいいかのヒントを与えていることがわか
る。
一方、あらかじめ準備してきたB・C保育園で
は、ボールになってからの「丸くなる・転がる・
投げる（ジャンプ）」という表現的内容の動きが、
「動きの導入」で行った動きと共通しており、戸
惑わずに動ける配慮がなされている。さらに、
「歩く、走る、跳ぶなどの基本的な運動機能が発
達する」13）2 歳児に適した内容と言えるだろう。
4．まとめ
身体表現あそびを実施する際に有効な「草む
ら」をうまく活用するために、その「草むらごっ
こ」との出会いのポイントは何であるのか、さ
らには、「草むら」を用いた「動く楽しさ」を十
分に提供し、「表現の楽しさ」に高めるためには、
どのような援助が求められるかについて、今回
は、初めて身体表現あそび（「草むらごっこ」）と
出会う 2歳児を対象に、3件の保育を分析した。
今回の 3件に関しては対象とする子どもたちの
人数に 4人・11 人・29 人と大きな差があった。
そのような差があるなかで共通していたの
は、保育者が子どもを惹きつける援助をしてい
たことである。それは、長年子どもたちと身体
表現あそびを楽しんできたなかで、身についた
身体性によるものであると考える。つまり、今
回の保育者は、保育歴が 30 年を超えており決し
て若いとは言えないが、子どもと一緒に動くこ
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とを楽しみ、自らが動く姿を見せている。その
見本は大げさで表現豊かであり、子どもたちの
気持ちを触発する役割を果たしていた。また、子
どもたちに「させる」のではなく、「やった」子
どもたちを見逃さないアンテナを有しており、
子どもたちの表現を認め、保育に取り込んでい
た。つまり、保育のなかで、「柔らかなからだ」
による援助を行っている姿を随所に確認するこ
とができたのである。
まず、保育の始まりから「柔らかなからだ」で
子どもたちと出会っていた。子どもたちと一緒
に動くことにより、保育をスムースに開始して
いた。単に一緒に走るだけで、共に作る空間の
空気が撹拌され、からだも心も解放された 2歳
児の姿を確認することができた。但し、対象と
する子どもの人数や空間の条件によっては、一
緒に動くことが制限される場合もある。そのよ
うな場合（C保育園）や「動きの導入」「草の紹
介」の場面にも、2歳児は保育者の見本を通して
「やってみたい」気持ちをわかせており、保育者
の見本が子どもたちの内面に影響を及ぼすのは
言うまでもない。保育者が共有空間に発信する
空気が重要なのであり、楽しい空気を発信する
「柔らかなからだ」が求められるのである。
つまり、この「柔らかなからだ」による援助
こそが、初めて身体表現あそびに出会う子ども
たちの「やってみたい」意欲を喚起し、楽しさ
を体感させる要因のひとつであることが確認で
きたと考える。
次に、動きや表現を展開する場面においては、
段階を踏んだ援助が効果的であることが確認で
きた。つまり、「まねっこ」などのように、保育
者の動きを真似ることから始め、それにタイコ
の合図を加えていく。そして、徐々に保育者の
動きを軽減しながら言葉を用いていく。つまり、
この段階は視覚的な情報から聴覚的な情報への
援助の変容であると捉えることができる。さら
に、この言葉について以下のようなポイントが
明らかになった。つまり、指示する言葉から約
束の言葉へと移行させ、さらに、イメージを内
包する言葉を用いる段階的な援助が有効だとい
うことである。この段階を踏まえることが、2歳
児の言葉の理解の程度を探ることにもつなが
り、「動く楽しさ」から「表現の楽しさ」へと導
くことにつながる可能性をもつことが示唆され
た。
また、聴覚情報のひとつである音に関しても、
タイコは保育者も一緒に動くことが可能である
が、ピアノは動くことはできない。一方、イメー
ジの想起には効果的であるという、それぞれの
楽器の特性を把握し、使い分けていたこともポ
イントであろう。
さらに、「○○になる」という表現的な世界を
体験させる場面では、問いかけによる促しの言
葉が有効であった。今回は「○○になれる？」「○
○になって飛べる？」「○○になってブーンて飛
べる？」のように問いかける内容を詳細にしつ
つ繰り返すことを通じて、子どもたちのイメー
ジが具体的になり、動きによる表現へと導かれ
ていた。言葉を繰り返すことの効果も確認する
ことができたと考える。
最後に、今回も「草むら」からの出入りの楽
しさに惹きつけられ、どの保育園の子どもたち
も「動く楽しさ」を体感しており、「草むら」活
用の効果を確認することができた。また、保育
者が想定したボールになる場面においても、
ボールの実物を見せることを通じて表現を促す
ことができていた。2歳児が具体的な動きやイ
メージを得る際に、モノによる視覚的な情報が
役立っていたのである。さらに、保育の始まり
においても、子どもたちの関心をタンバリンに
向け、タンバリンと関わることから、それを持
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つ保育者との関わりへと無意識に移行させるこ
とができていた。保育者との関わりにモノを介
在させることの効果が確認できた。つまり、2歳
児の援助としては、必要に応じてモノをうまく
活用することの効果を「草むら」と同様に再確
認できたと考える。
以上、初めて身体表現あそびに出会う子ども
たちに、「やってみたい」という意欲を喚起する
ことが、楽しさの体感へつながることも再確認
できた。そして今回も「草むら」はそのための
有効なツールとして存在していた。さらに、今
回対象とした 2歳児においては、保育者の「柔
らかなからだ」による子どもたちとの出会いや
見本の提示、モノの活用、さらには、子どもた
ちの発達をとらえた言葉かけや、言葉の繰り返
しが援助のポイントであるとまとめることがで
きた。そして、さらに題材を深め、身体表現の
楽しさを体感させるためには、「なってから」の
展開がカギを握ると思われる。今後は、「なって
から」の展開に焦点を絞り、身体表現あそびの
保育実践を検討したいと考える。
なお、本稿は日本乳幼児教育学会第 24 回大会
（広島大学 2014 年）での口頭発表 14）をまとめた
ものである。
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